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）代表：北門 功大さん

　成人の日の 1月 13日、弥生の里ホールで「田
原本町二十歳のつどい」が開催されました。今
年の対象者は、平成 16 年４月２日から平成
17 年４月１日生まれで、325 人。人生の大き
な節目に立ち、感謝の思いと希望を胸に抱き、
新たな一歩を踏み出しました。　
　たわらもと吹奏楽団による演奏の祝福から始
まった式典では、高江町長や植田議長からエー
ルが送られました。代表の北門功大さんはこれ
までの感謝を述べ、今後の飛躍を誓いました。
　二十歳のつどい実行委員会によるスライド
ショーでは、音楽に合わせて懐かしい写真が映
し出され、参加者は思い出に浸りました。
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